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平成23年度商工会では、
「協調と統一～前進あるのみ～」を
キャッチフレーズに、東日本大震災で被災さ
れた会員皆様の1日も早い復興のため、役職
員一体となって各種経営支援を展開して参り
ます。

7月27日安住会長が国会で東日本大震災の被害状況を説明しました
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被
災
し
た
企
業
の
大
半
が
震
災

前
か
ら
の
債
務
を
抱
え
て
お
り
、

事
業
を
再
開
す
る
に
は
、
新
規
の

融
資
に
加
え
、
既
往
債
務
が
加
わ

っ
て
く
る
所
謂
二
重
ロ
ー
ン
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
７
月
27
日
、
安
住
会
長
は
、

被
災
企
業
の
既
往
債
務
の
棚
上
げ

も
し
く
は
公
的
機
関
に
よ
る
買
取

り
制
度
の
早
期
実
現
を
訴
え
る
た

め
、
衆
参
両
国
会
議
員
会
館
を
訪

れ
宮
城
県
選
出
等
国
会
議
員
の
先

生
方
に
要
望
書
を
手
渡
し
、
地
元

中
小
企
業
者
の
窮
状
を
訴
え
た
。

〈
要
望
先
〉

衆
議
院
議
員　

石
山　

敬
貴　

氏

衆
議
院
議
員　

高
橋
千
鶴
子　

氏

参
議
院
議
員　

愛
知　

治
郎　

氏

参
議
院
議
員　

熊
谷　
　

大　

氏

参
議
院
議
員　

片
山
さ
つ
き　

氏

 
８
月
26
日
、
本
会
で
は
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科

の
視
察
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
視

察
は
、
東
日
本
大
震
災
の
今
後
の

復
興
課
題
を
検
討
す
る
同
研
究
科

主
催
の
「
仙
台
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

当
日
は
、
姉
川
教
授
を
は
じ
め

と
し
た
視
察
団
約
50
名
は
、
安
住

会
長
の
地
域
の
復
興
の
様
子
や
地

域
経
済
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い

て
の
講
話
を
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
企
業
の
危
機
管
理
の

現
状
や
震
災
を
契
機
と
し
た
地
域

振
興
策
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
が
多
数
出
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
復
興
策

に
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

 

安
住
会
長
は
、
７
月
27
日
、
株

式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者

再
生
支
援
機
構
法
案
に
つ
い
て

の
意
見
を
陳
述
す
る
た
め
、
参

議
院
議
長
の
要
請
に
よ
り
国
会

で
行
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災
復

興
特
別
委
員
会
に
参
考
人
と
し

て
出
席
し
た
。

　

安
住
会
長
は
、
東
日
本
大
震

災
復
興
特
別
委
員
会
の
委
員
で

あ
る
熊
谷
大
参
議
院
議
員
（
宮
城

県
選
出
）
の
質
問
に
対
し
、
自
身

の
体
験
を
も
と
に
本
会
地
域
の
被

害
の
甚
大
さ
を
説
明
す
る
と
と
も

に
「
被
災
地
の
中
小
企
業
者
に
は
、

明
日
の
100
万
円
よ
り
も
今
の
10
万

円
が
必
要
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
応
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
。
」
と
訴
え
た
。

【
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災

　

事
業
者
再
生
支
援
機
構
】

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
こ

と
に
よ
り
過
大
な
債
務
を
負
う
に

至
っ
た
事
業
者
の
金
融
機
関
な
ど

が
有
す
る
債
権
を
買
い
取
る
こ
と

を
通
じ
て
債
務
の
軽
減
を
図
り
再

生
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
株
式
会
社
で
、
い
わ
ゆ
る
「
二

重
債
務
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め

の
組
織
。

宮
城
県
選
出
等
国
会
議
員
に
要
望
書
を
提
出

地
域
商
工
業
者
を
代
表
し
て

　
　
　
　
　
　

国
会
で
意
見
陳
述

参
議
院 

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

被災状況を説明する安住会長

「共にがんばろう」学生達と安住会長（中央）

熊谷大参議院議員へ要望書を提出する安住会長

産
学
官
連
携
に
よ
る
復
興
策
に
大
い
に
期
待

　
　
　
　
　
　
　

  

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
視
察
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支
部
長
会
議

支
部
対
抗
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
実
施
を
承
認

　

本
年
度
第
２
回
目
と
な
る
支
部

長
会
議
が
、
８
月
30
日
商
工
会
多

賀
城
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

第
１
回
支
部
対
抗
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ

た
。

　

本
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た
支
部

対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
東
日
本

大
震
災
の
被
害
の
影
響
で
中
止
と

な
り
、
そ
の
代
替
事
業
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
、
各
支
部
６
名
の

選
抜
チ
ー
ム
に
よ
り
、
団
体
戦
・

個
人
戦
を
行
な
う
も
の
。

　

会
議
で
は
、
10
月
２
日
、
多
賀

城
小
学
校
を
会
場
に
開
催
す
る
提

案
が
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
交
流
事

業
を
通
じ
て
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
絆
が
、
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

 

８
月
５
日
、
本
会
は
菊
地
多
賀

城
市
長
、
渡
邊
七
ヶ
浜
町
長
、
小

澤
高
等
学
校
就
職
対
策
連
絡
会
議

長
、
千
葉
塩
釜
公
共
職
業
安
定
所

長
よ
り
、
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

及
び
若
年
者
に
係
る
、
採
用
枠
の

確
保
と
拡
大
に
つ
い
て
要
請
を
受

け
た
。
塩
釜
公
共
職
業
安
定
所
が

ま
と
め
た
５
月
の
有
効
求
人
倍
率

は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

非
常
に
厳
し
く
、
ま
た
、
新
規
学

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
に
協
力

校
卒
業
予
定
者
を
取
り
巻
く
地
元

か
ら
の
雇
用
状
況
は
一
段
と
厳
し

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

要
請
を
受
け
、
安
住
会
長
は
、

「
震
災
か
ら
の
復
興
に
雇
用
創
出

は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

会
員
企
業
に
も
採
用
を
呼
び
か
け
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
協
力
し
て
い
く
考
え
を
示

し
た
。

多賀城会館にて。菊地多賀城市長(右)、渡邊七ヶ浜町長(左)

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
及
び
若
年
者
に
係
る

　

採
用
枠
の
確
保
と
拡
大
に
つ
い
て

支部長会議

秘密厳守・相談無料
取引先との間でトラブルをかかえていませんか？

下請かけこみ寺
個別弁護士移動相談会のご案内
・支払日が過ぎても、代金を支払ってくれない
・納品後に代金の値引き、支払いの減額を求め
　られ困っている
・原材料が高騰しているのに、価格の値上げに
　応じてもらえない・・・・
企業間取引に関する中小企業の様々な悩みに弁
護士が親身になってお話を伺います。
・日　時　　１０月１９日(水)　午後1時～4時
・場　所　　商工会多賀城会館　
・問合せ先　商工会多賀城事務所(365-7830)
・申込方法　同封チラシまたはお電話でお申込下さい

　

９
月
13
日
、
多
賀
城
会
館
に
お

い
て
「
復
興
に
向
け
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
」
と
題

し
、
東
北
学
院
大
学
地
域
構
想
学

科
柳
井
雅
也
教
授
、
㈱
フ
ァ
ミ
リ

ア
島
田
昌
幸
社
長
を
講
師
に
招

き
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
団
体
な
ど

か
ら
21
名
参
加
の
も
と
講
演
会
と

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

柳
井
氏
は
、
復
興
に
向
け
「
現

在
20
歳
か
ら
30
歳
の
方
々
が
、
30

年
後
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
な
ぁ

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
と

考
え
て
い
る
。
」
と
述
べ
、
島
田

氏
は
、
既
に
活
動
を
始
め
て
い
る

「
多
賀
城
震
災
復
興
ま
ち
づ
く
り

会
社
」
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、
予
定
の
時
間

を
超
過
す
る
ほ
ど
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
講
演
会
と
意
見
交
換
会
と
な

っ
た
。

復
興
は
雇
用
の
創
出
が
最
優
先

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会熱心に講演する講師の

㈱ファミリア　島田昌幸社長
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青
年
部

　

ま
ず
は
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
、
被
災
に
遇
わ
れ
た
方
々

に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
時
私
は
家
に
い
ま
し
た
。
今

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強

い
揺
れ
で
家
が
倒
壊
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

町
の
防
災
無
線
か
ら
は
高
台
に

避
難
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
出

さ
れ
て
い
る
の
に
、
私
は
津
波
が

こ
こ
ま
で
来
る
は
ず
が
な
い
と
高

を
括
っ
て
い
ま
し
た
。

　

倒
れ
た
塀
を
片
付
け
て
い
る
と

何
か
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

騒
音
が
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
き
た

の
で
見
に
行
く
と
、
津
波
が
家
や

色
々
な
も
の
を
巻
き
込
み
な
が
ら

私
の
方
に
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。

死
ん
で
し
ま
う
と
思
い
な
が
ら
必

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

た

町
の
防
災
無
線
か
ら
は
高
台
に

私
の
方
に
近
づ
い
て
来
ま

た

死
ん
で
し
ま
う
と
思
い
な
が
ら
必

被
災
地
に
生
き
る
青
年
と
し
て
の
使
命
を
主
張
！

　

去
る
７
月
22
日
（
金
）
、
商
工

会
青
年
部
主
張
大
会
が
岩
沼
市
民

会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
県
下
青

年
部
員
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
が
、

青
年
部
活
動
を
通
し
て
得
た
こ
と

を
主
張
す
る
も
の
で
、
中
央
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
と
し
て
、
㈱
多
賀
城
フ

ラ
ワ
ー
の
鈴
木
貴
資
部
員
が
主
張

し
た
。
鈴
木
部
員
は
、
青
年
部
活

動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
、
被
災
地
に
生
き
る
青

年
と
し
て
の
使
命
と
し
て
、
自
ら

行
っ
た
被
災
地
の
支
援
活
動
を
発

表
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
。

台

死

で

思

必

年
と
し
て
の
使
命命
を
主
張
！

商
工
商
工

市
民

行
っ
た
被
災
地
の
支
援
活
動
を
発

行
っ
た
被
災
地
の
支
援
活
動
を
発

表
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
。

商
工
会
青
年
部
主
張
大
会

死
で
逃
げ
ま
し
た
。
津
波
は
私
の

家
の
前
で
止
ま
り
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
民
宿
み
う
ら
は
震
災

復
旧
の
仕
事
関
係
の
お
客
様
で
満

室
で
す
。
た
だ
た
だ
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。
津
波
で
流
さ
れ

た
七
ヶ
浜
の
民
宿
の
た
め
、
復
興

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

民
宿
み
う
ら　

三
浦　

保
志

女
性
部

　

地
震
発
生
後
、
店
の
前
を
作
業

服
を
着
た
大
勢
の
方
が
、
八
幡
橋

を
渡
っ
て
行
く
の
で
、
聞
い
て
み

た
ら
「
津
波
が
来
る
か
ら
早
く
逃

げ
ろ
！
」
と
言
わ
れ
文
化
セ
ン
タ

ー
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
店
舗
兼
住
宅
の
様
子
を

見
に
橋
を
渡
っ
た
ら
、
道
路
に
は

水
没
し
た
車
が
重
な
り
、
周
り
の

家
々
は
一
階
ま
で
浸
水
、無
残
な

変
わ
り
よ
う
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　

自
宅
は
地
下
室
に
1.6
ｍ
ま
で
海

水
が
浸
入
、
車
も
水
没
。
昨
年
12

月
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
ば
か
り
の

壁
に
ヒ
ビ
が
無
数
に
あ
り
、
シ
ョ

ッ
ク
。
店
は
橋
の
高
さ
と
同
じ
だ

っ
た
の
で
無
事
で
良
か
っ
た
。

　

震
災
前
に
お
預
か
り
し
て
い
た

洋
服
の
仕
立
て
、
直
し
物
を
い
つ

取
り
に
来
て
頂
い
て
も
い
い
よ
う

に
と
思
い
、
電
気
が
復
旧
し
て
す

ぐ
に
店
を
再
開
し
ま
し
た
。

 

お
客
様
か
ら
「
直
し
て
も
ら
え

る
所
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。
」
と

あ
り
が
た
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、

生
き
延
び
た
命
、
気
持
ち
を
前
向

き
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

商
工
会
よ
り
見
舞
金
、
皆
様
か

ら
水
や
食
料
の
差
し
入
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

岡
崎
洋
服
店　

岡
崎
洋
子

女性部に加わりませんか？女性部に加わりませんか？女性部に加わりませんか？女性部に加わりませんか？
仕事も、ボランティアも、文化活動も…
商工会女性部は、地域とともに
楽しく活動しています。

◎女性部への加入資格
■商工会の会員（法人ではその役員）
　もしくはその配偶者
■商工会の会員の親族であって、
　その事業に従事している女性の方
■年齢制限はありません

青年部員募集中青年部員募集中青年部員募集中
多賀城・七ヶ浜商工会に加入されている事業所
で、40歳以下の経営者・家族・従業員の方な
らどなたでも加入できます。男女問いません。

あなたも青年部に
加入しませんか？

《お問い合わせは》
多賀城事務所

（Tel 365－7830）
七ヶ浜事務所

（Tel 357－3912）

青
年
部

避
難
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
出

震
災
体
験
談
〜
あ
の
時
の
私
〜

お店の前まで津波が

か
ん　

と
う 

し
ょ
う

発表する鈴木貴資さん
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地
域
の
方
々
と
会
長
と
の
対
談

コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
一
弾
と
し
て
、
安
住
商
工
会

長
と
仙
台
農
業
協
同
組
合
多
賀
城

支
店
の
支
店
長
、
中
野
公
正
さ
ん

が
対
談
し
ま
し
た
。　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
つ
い
て

安
住
会
長
：
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
で
、
ど
の
く
ら
い
被
害
が

あ
り
ま
し
た
か
。　

中
野
支
店
長
：
地
区
内
で
は
、
50

㏊
の
津
波
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
復
興
組
合
を
立
ち
上
げ

て
国
か
ら
助
成
を
い
た
だ
い
て
、

来
年
ま
た
農
業
を
再
開
す
る
た
め

に
復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
る
現
状

で
す
。

安
住
会
長
：
商
工
会
の
会
員
事
業

所
も
か
な
り
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
二
重
ロ
ー
ン

問
題
な
ど
廃
業
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

補
助
な
ど
今
後
見
通
し
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
商
工
連
携
と
地
産
地
消
に
つ
い
て

安
住
会
長
：
今
後
ま
す
ま
す
農
商

工
連
携
や
地
産
地
消
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ

の
と
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

中
野
支
店
長
：
現
在
は
農
業
と
商

工
業
の
垣
根
が
だ
い
ぶ
低
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
商
工
業

の
方
々
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が

対談風景

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

多
賀
城
で
は
地
産
地
消
が
進
ん

で
お
り
ま
し
て
、
当
支
店
で
は
、

学
校
給
食
で
野
菜
を
納
入
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
多
賀
城
の
米
を
納
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
住
会
長
：
当
商
工
会
で
も
地
産

地
消
研
究
会
と
い
う
も
の
を
発
足

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

去
年
は
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
仙
台
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
さ
ん
の
中

で
「
地
産
地
消
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を

開
催
し
、
Ｊ
Ａ
多
賀
城
支
店
さ
ん

方
か
ら
野
菜
を
仕
入
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
震
災
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ぜ
ひ
ま
た
企
画
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
が
潤
っ
て
い
く
シ
ス
テ

ム
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

安
住
会
長
：
今
後
、
Ｊ
Ａ
多
賀
城

支
店
さ
ん
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

何
に
力
を
い
れ
て
い
る
の
か
教
え

て
下
さ
い
。

農
商
工
連
携
で
共
存
共
栄
を
！

事
業
所
名　
仙
台
農
業
協
同
組
合
多
賀
城
支
店

支
店
長　

中
野
公
正
さ
ん

住　
　

所　

多
賀
城
市
中
央
一
丁
目
１-

15

電
話
番
号　

０
２
２‒

３
６
８‒

３
４
１
７

商 工 会 長 と の
対 談 コ ー ナ ー

と　き　10月29日(土)　10:00～17:00
ところ　エル・パーク仙台セミナーホール(141ビル5F) 　
主　催　仙台調停協会　222－6114(問合せ先:仙台地方裁判所事務局総務課)

　大震災に伴う民事・家事全般についての困りごとやトラブルから交通事故・家庭などの
問題でお困りの方は…調停委員がご相談に応じます。

あなたの困っている事を相談してみませんか

無料 調停相談会のご案内

中
野
支
店
長
：
組
合
員
の
方
々
か

ら
、
も
っ
と
我
々
の
野
菜
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ

り
ま
す
。

　

一
般
の
方
向
け
に
「
あ
ぐ
り

塾
」
を
開
催
し
、
野
菜
の
作
り
方

な
ど
を
教
え
て
お
り
ま
す
が
、
当

組
合
と
し
て
も
ど
ん
ど
ん
交
流
を

広
げ
て
応
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

震
災
が
発
生
し
消
費
者
の
方
が

地
元
の
農
家
の
方
か
ら
野
菜
を
譲

っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

交
流
が
な
お
一
層
強
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
賀
城
で
は
す
で
に
直

売
所
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
高

砂
支
店
隣
に
10
月
に
農
産
物
直
売

所
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

多
賀
城
の
野
菜
を
つ
か
っ
て
何

か
で
き
な
い
か
、
こ
う
い
う
野
菜

が
欲
し
い
な
ど
の
要
望
や
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
住
会
長
：
お
互
い
震
災
で
大
変

な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ

今
後
と
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
連
携
を
強
化
し
て
い
き
な
が
ら

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こむかい
❶小　向　　　榮

❷多賀城市八幡４丁目８‐２４

❸３６７‐８２０８

❹飲食業

❺おかげさまで、今年で１７周年を迎えることができ

ました。

　今回の大津波で店も被害にあい

ましたが、周りの方々に支えら

れ、店を再開することができま

した。

　これからも感謝の気持ち

を忘れず、皆様に満足して

いただける料理を提供でき

るよう努力していきます。

㈲かみ村

❶上　村　一　松

❷七ヶ浜町湊浜字砂山２５‐４

❸３４９‐７０５５

❹仕出し・飲食業

　自社ＨＰアドレス　http://www.kami-mura.com

❺四季折々の素材を大切に活かしたお料理。

　ご予算に合わせておつくりしますので、お気軽に

お問合せ下さいませ。

㈲日伸商事
❶岩　金　美代子

❷多賀城市町前1丁目4‐1

❸３６７‐３８８０

❹建築物清掃業

❺この度の震災により被害を受

けられた皆様に心からお見舞い

申し上げます。

　弊社は皆様に支えられ総合ビル

管理会社として３０年を迎えることができました。

　現在、大型店舗や官公庁等の仕事をさせて頂いてお

ります。「お客様第一に喜んで頂く」ことをモットー

に社員一同努力しています。

　３月の震災では、事務所や機材等が流される中、４

日後に再開。一日も早い復興の為、被災された方々と

同苦し、地域に貢献し感謝される会社を目指していき

ます。

会員さんコーナー会員さんコーナー
❶代表者
❷所在地
❸電話番号

❹業種
❺自店のＰＲ

七ヶ浜→

●貞山高校
●多賀城中

七十七銀行●
多賀城支店

ホテル
キャッスルプラザ
●

こむかい

セブンイレブン●

今度はあなたの出番です。今すぐお電話を！　多賀城事務所 ☎365-7830・七ヶ浜事務所 ☎357-3912

ホワイト急便多賀城鶴ヶ谷二丁目店
❶田　村　弥　生

❷多賀城市鶴ケ谷２丁目２‐１

❸３６３‐２７１５

❹クリーニング受付

❺こんにちは！！今年で開店１０年になりました。

３月６日に、表彰されたばかりでした。これからも

満点の笑顔を忘れないで！！

「ありがとう」って言われるお

店になりたいと思っている矢

先の大津波、私の店も被害に

あいました。でも元気だか

ら、がんばります。

　最後に地域の皆様、これ

からもよろしくお願い致

します。

仙
台
↓

↑
塩
釜

下
馬
駅

多
賀
城
駅

㈲かみ村㈲かみ村

●ローソン
七ヶ浜交番
●

●㈲平蔵屋石油店●
大代郵便局

たばかりでした。これからも

！！

われるお

いる矢

被害に

だか

れれ

致致

松

砂山２５‐４

５５

業

レス　http://www.kami-muramura.com

材を大切に活かしたお料理。

せておつくりしますので、お気軽に

ませ。

会員さん会員さん会員
❶❶ 表者代表者
❷所在地
❸電話❸電話

ホワイト急便

23

58

58

45

ました。

　今回

まし

れ、

❺

け

申し

　弊

管理会社として３０年を

　現在、大型店舗や官公

ります。「お客様第一に

に社員 同努力していま

地
番号

のＰ❺自店のＰＲ在地
話話番

↑
塩
釜

㈲日伸商事

●ジャスコ
　多賀城店

●ファミリー
　マート

ブック
マーケット●

国
道
45
号
線

産
業
道
路

↓仙台

多
賀
城
駅
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東日本大震災に関する県からのお知らせ

金利情報（9月25日現在）
融　資　名　称

日本政策金融公庫普通貸付

小規模事業者経営改善資金(マル経)

多賀城市中小企業振興資金

七ヶ浜町中小企業振興資金

　　〃　　小企業小口資金

金 利

2.15％

1.85％

2.2％

2.2％

2.2％

商業者の事業再開支援制度
　震災で大きな被害を受けた商業者の事業再開に必要
な施設（店舗など）および設備の整備に要する費用を
補助します。

対象者　　施設が全壊またはそれに近い大規模な被害
　　　　　を受けた中小企業の商業者で、
　　　　　県内で事業を再開する方
対象経費　施設および設備の復旧または仮店舗の確保
　　　　　などに要する経費
補助率　　補助対象経費の２分の１以内
補助限度額　上限300万円、下限100万円
申請受付期間　平成23年9月28日から
　　　　　　　平成23年10月12日午後５時まで
問合せ先　宮城県商業経営支援課（商業振興班）
　　　　　電　　話　０２２－２１１－２７４６

製造業者（中小企業者）に
対する支援制度

　震災で甚大な被害を受けた製造業者（中小企業者）
の事業再開・継続を支援するため、生産施設・設備の復
旧に要する経費の一部を補助します。

補 助 率　　補助対象経費の２分の１以内
補助限度額　上限２，０００万円、下限１００万円
申請受付期間　平成23年9月28日から
　　　　　　　平成23年10月12日午後５時まで
問合せ先
　（食品製造業者）宮城県食産業振興課
　　　電　　話　０２２－２１１－２９６３
　（上記以外の製造業者）宮城県新産業振興課
　　　電　　話　０２２－２１１－２７６５

観光施設再生支援事業
補助金について

　震災により被災した観光業者（中小企業等）の再
生・復旧を支援するため、施設・設備の復旧に要す
る経費の一部を補助します。

対象施設　①ホテル、旅館などの宿泊施設
　　　　　②その他特に認める観光集客施設
補助率　　補助対象経費の２分の１以内
補助限度額　　上限1,000万円、下限100万円
申請受付期間　平成23年９月28日から
　　　　　　　平成23年10月12日午後５時まで
交付決定　先着順に審査し、予算の範囲内で決定します
問合せ先　宮城県観光課
　　　　　電　話　０２２－２１１－２８２３

みやぎ中小企業復興特別資金
　東日本大震災で被災された中小企業者の皆様へ復
旧・復興のための県制度融資をご案内します。

対象者　宮城県内に事業所を有し、次のいずれかの
　　　　証明書
　　　　または認定書の交付を受けた中小企業者
　　　　①市長村長が発行する「り災証明書等」の
　　　　　交付を受けた方
　　　　②市長村長が発行する「東日本大震災復興
　　　　　緊急保証」の認定を受けた方
融資限度額　運転資金・設備資金　8,000万円
償還期間　　15年以内（うち据置３年以内）
融資利率　　年1.5％（固定）
保証人　　　原則として法人代表者以外不要
信用保証率　年0.5％

県制度融資の利子補給
　県制度融資の災害復旧対策資金（東日本大震災災害
対策枠）またはみやぎ中小企業復興特別資金を借り入
れている方で、事業所のある市長村長からり災証明書
などの交付を受けた方に対して、両資金合わせて融資
額３千万円までの利子を３年間補給します。

問合せ先　宮城県商業経営支援課（商工金融第一班）
　　　　　電　話　０２２－２１１－２７４４
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震
災
よ
り
半
年
を
過
ぎ
、
津
波

か
ら
の
復
旧
、
悩
ま
さ
れ
る
福
島

原
発
の
放
射
性
物
質
と
、
ま
だ
ま

だ
落
ち
着
か
な
い
現
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
歩
ず
つ
復
興
に
向
け

会
報
「
飛
躍
」
を
通
じ
て
情
報
発

信
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
38
号
か
ら
会
長
肝
い

り
の
新
企
画
「
会
長
と
の
対
談
コ

ー
ナ
ー
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
お
盆
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
て
か
ら
、
初
め
て
迎
え

る
お
盆
で
し
た
。

　

依
然
と
し
て
行
方
不
明
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
お
一
人

で
も
多
く
の
方
が
、
ご
家
族
の
元

に
戻
ら
れ
る
よ
う
に
祈
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

会
報
が
届
く
頃
に
は
、
秋
分
の

日
が
過
ぎ
、
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
、
す
っ
か
り
秋
の
空
気
に

包
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

体
調
な
ど
崩
さ
ず
に
、
こ
こ
ら

で
一
息
「
行
楽
の
秋
」
「
食
欲
の

秋
」
を
楽
し
ん
で
み
て
は…

鈴
木　

妙
子

　商工会では、今回の震災で被害を受けた会員皆さ
まの経営に関する特別相談窓口を開設中です。ぜひ
ご利用下さい。

受付時間：平日　午前9時から午後4時30分まで
場　　所：多賀城事務所・七ヶ浜事務所

東日本大震災特別相談窓口の
開設について

東日本大震災特別相談窓口の
開設について

住宅の相談窓口について
　被災に伴い、多賀城市建設職組合と七ヶ浜町職工組
合では、無料で住宅の相談を行っております。
多賀城市建設職組合

受付：月～金曜日
　　　午前９時～午後４時

お問合せ先：
商工会多賀城事務所内
TEL　３６６－７１４８

七ヶ浜町職工組合

受付：火～金曜日
　　　午前8時30分～午後4時

お問合せ先：
商工会七ヶ浜事務所内
TEL　３５７－５８６８

　被災を受けた中小・小規模企業の皆様や、年末商戦
に向けた資金などのご融資相談を、日本政策金融公庫
国民生活事業の担当者が直接応じます!!
 
【多賀城事務所会場】
　開催日時　１１月９日（水）
　　　　　　午前１０時３０分～午後３時３０分
　申込締切　１１月４日（金）

【七ヶ浜事務所会場】
　開催日時　１１月１６日（水）
　　　　　　午前１０時３０分～午後３時３０分
　申込締切　１１月１１日（金）

☆当日ご融資が決定する場合もあります。ぜひご利用
　ください。

予約制　一日公庫のご案内
（年末資金等の相談会）

予約制　一日公庫のご案内
（年末資金等の相談会）

毎週水曜日、多賀城事務所にて日本政策金融公庫に
よる「定例相談会」を開催中です。
こちらもどうぞご利用ください！

震災復興祈念第３０回年末大売出し
「幸運宝くじ」参加店募集中！！

　年末大売出し「幸運宝くじ」が、下記内容で実施されま
す。今回は30回目のメモリアルということで特別な商品
を用意した震災復興祈念イベントになりますので奮ってご
参加下さい。

☆期　　間：平成23年12月１日から12月31日までの31日間
☆売出方法：宝くじ方式　売出し期間中、お客様へ500円
　　　　　　お買い上げ毎に宝くじ１枚を進呈
☆参加料等：参加料　1,000円
　　　　　　賦課金　くじ1枚　15円（500円に1枚で3％）
☆申込〆切：10月31日（月）
☆賞品内容
　◎特 別 賞　　ペア宿泊券　　　　 40,000円　　 5本
　◎特　　賞　　お食事券　　　　　 10,000円　　10本
　◎松　　賞　　スタンプ会　商品券　5,000円　　40本
　◎竹　　賞　　　　　　〃　　　　　3,000円　　50本
　◎梅　　賞　　金券として加盟店にて利用  500円 1,000本
　◎お客様感謝企画　　はずれ宝くじ20枚で100円として
　　　　　　　　　　　加盟店で利用　5,000本
■お問合せ、お申込は多賀城・七ヶ浜商店会連合会
（多賀城・七ヶ浜商工会　多賀城事務所内）TEL365－7830

「税を考える週間」
　税理士による無料税金相談

　東北税理士会塩釜支部では、「税を考える週間」
にちなみ、次のとおり税理士による無料の税金相談
を行います。
　震災に係る所得税の雑損控除や相続税・贈与税な
ど、税の専門家が無料で相談に応じます。

日　　時　11月12日（土）
　　　　　受付時間　午前１０時～午後３時
場　　所　塩釜市マリンプラザ
　　　　　（イオンタウン塩釜ショッピングセンター内）
問合せ先　東北税理士会塩釜支部
電　　話　３６５－７２５４


